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The Hat (from Days with Frog and Toad (1979))



















２. 冠詞  
Two Large Stones 
Two large stones sat on  the side of a hill. Grass and flowers grew there. 































































































































３. 過去完了  
Spring 
Frog  ran up  the path  to Toad’s house. He knocked on  the  front door. 
There was no answer. “Toad, Toad,” shouted Frog, “wake up. It is spring!” 
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begin a whole new year together, Toad. Think of  it,” said Frog. “We will 
skip  through the meadows and run  through the woods and swim in  the 
river. In the evenings we will sit right here on this front porch and count 
the stars.” “You can count them, Frog,” said Toad. “I will be too tired. I 






































































































































４. 現在完了  














said Frog.  “That  is not my button,” cried Toad. “That button  is  small. 
My button was big.” Toad put  the small button  in his pocket. A raccoon 
came out from behind a tree. “I heard that you were looking for a button,” 
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場合」に用いるものである。(ia)では、the hill=this hillとしか取れないだろう。(ib)
において、Birdがthe hill=this hillを察するのは容易であろう。(ic)は、聞き手のす
ぐ近くにストーブがあるという場面である。
(i) a. “This side of the hill is nice.”  (Two Large Stones: 22)
    b. “Bird, can you tell us what is on the other side of the hill?”
  (Two Large Stones: 24)
    c. “If you stand near the stove, your clothes will soon be dry.”
  (The Corner: 18)
4)関係節の修飾を受ける名詞に付く冠詞についても同じことが言える。(ia)では、知っ
ているカタツムリは他にはいないということになり、(ib)では、他にもいるかもしれ
ない。
(i) a. He saw the snail that he knew.
    b. He saw a snail that he knew.  (The Letter: 57)
人はしばしば会話をするとき不要な情報は省いて行おうとする。例えば、他にはいな
いことが事実であっても、それが不要な情報なら省こうとする。すなわち、(ia)が事
実であっても(ib)が好まれる場合もある。(ib)を用いても決してうそをついたことに
はならない。
　(ii)でも同様に、(iia)では愛する人は他にはいないが、(iib)では他にもいるかもし
れない。(iia)が事実のとき(iib)を言ってもうそにはならないが、愛する人に対して、
他にはいないという情報を省くのは賢明ではないだろう。
(ii) a. You are the girl I love.
     b. You are a girl I love.
　(ia)・(iia)が事実のとき(ib)・(iib)を言ってもうそにはならないと述べたが、(iiib)は
言わない。
(iii) a. I like the long tail that my cat has.
      b. *I like a long tail that my cat has.
ネコについているしっぽは一本だということは普遍の事実なので、この情報を無理
に省こうとするとおかしくなるのかもしれない。the/*a ceiling (of the room)で必ず
theを用いるのと同じことだと思われる。
5) the black floor (of the room)のような「the+形容詞+初出名詞」も可能である。
6) 「疲れて眠ってしまいました」のような意味は過去完了にはない。(ib)は、
feel←fallという不可解な意味になるだけである。
(i) a. Then Toad felt tired, and he fell asleep.   (The Garden: 27)
    b. *Then Toad felt tired, and he had fallen asleep.
7)  (ia)はtheの省略であり、無冠詞の例ではない。この場合、theの有無は意味を変
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えない。
(i) a. “Perhaps if I run very very fast, I can be in both places at once.”
  (Upstairs and Downstairs: 43)
    b. “Perhaps if I run very very fast, I can be in both the places at once.”
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